
情報・知能１年生 微分積分 II (B) 中間テスト問題 2001年 12月 4日 1限実施

答案用紙は縦長に置いて使用し、最上部に学科・学籍番号・氏名を明記せよ。

1.
不定積分 I =

∫ dx

cosx
を下記の (i),(ii)の手順を踏んで求めよう。

(i) 積分変数を x から t = sinx に変更すると、I =
∫ dt

1− t2 となることを ていねいに 導出せ
よ。[10点]

(ii)
∫ dt

1− t2 =
1

2
log

∣∣∣∣
1 + t

1− t
∣∣∣∣+ C であることを、有理関数の部分分数分解によって示せ。ただ

し C は積分定数である。なお、右辺を微分すると左辺の被積分関数になることを示すのでは質
問の主旨に即していないので解答にはならない。[10点]

2.

不定積分 I =
∫ x3 + 2x+ 1

x3 + x2
dx を求めよ。[20点]

3.

(i) 関数 G(x) が、別の関数 f(t) を用いてG(x) =
∫ x2

0
f(t)dt と定義されるときG′(x) =

dG(x)

dx
を求めよ。[10点]

(ii)関数 H(x)がH(x) =
∫ sinx

0

arcsin t

1− t2 dtと定義されるとき、H ′(x) =
dH(x)

dx
を求めよ。[10点]

4.
(i) 広義積分 I =

∫ 1

0

dx

xα
は lim

ε→+0

∫ 1

ε

dx

xα
と定義される。ただし α は正の定数とする。このとき、

I が有限の値をもつような (即ち、無限大に発散しないような) α の値の範囲を求めよ。[10点]

(ii) I =
∫ ∞

0
e−3xdx を求めよ。[10点]

5.
曲線 C が極座標表示で r = 3 + cos 4θ (0 ≤ θ ≤ 2π) と定義されるとき、下記の小問 (i) (ii) に
答えよ。

(i) 曲線 C の概形を描け。[10点]

(ii) 曲線 C に囲まれた領域の面積 S を求めよ。[10点]
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